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STEP 1

法令改正の手法を調べる
法令改正に当たって必要となる具体的な

作業内容や、法令の案文を作成するうえ

での基本的な考え方などを調べる。

STEP 2
法令の条文案を作成する

STEP 3

法令案を審査する
（アナログ規制点検）

※ 以下は法制事務の一般的なフローを簡略化して示したものです 。

生成AIを活用した法制事務の効率化に向けた取組
──公務員が社会のルール作りに集中して取り組めるツールを ──

デジタル庁では 、 法制事務のデジタル化を推進 。 e-LAWS や e-Gov 法令検索における法令データの整備 ・ 更新、 法令作成支
援機能の高度化に加え 、 令和6年度からは 、 生成AIを活用した法制事務の効率化に向けた技術検証を実施している 。 令和7
年度には、 法令改正作業の各工程における現場の声を踏まえ 、 生成AIを活用した 4つのツールの検証 ・ 開発を行った 。

【 現場の声】

基本的な考え方をまとめたマニュアル

（ Word など）はあるものの、量が多くて

調べるのに時間がかかる。。。

法令改正作業の流れと令和 7年度事業の取組内容

①法制執務マニュアルチャット

ボット で楽々検索！（ p3 ～p6 ）

AIにマニュアルを学習させて、職員がチャット形

式で必要な情報をすぐに調べられるツールを開発

法令改正においては、既存の法令で用いられ

ている表現（用例）を前例として参照しなが

ら、法令の条文案を作成する必要がある。

法令案（特に法律案）は、国会等に提出する前に、

様々な観点（税制、規制、予算等）から審査が行わ

れる。デジタル庁では「アナログ規制」（ p16 参照）

の観点から審査を実施している。

②用例検索ツール と ③条文案作成

支援ツール で補助！（ p7 ～p14 ）

条文のイメージを入力すると類似の用例を提案した

り 、 法令案の叩き台を生成したりするツールを開発

④アナログ規制点検ツール で正確

で迅速な審査を支援（ p15 ～p18 ）

条文の意味的な類似性を考慮して 、 AIが自動でアナ

ログ規制を検知し 、 分類等を行うツールを開発

STEP 2

【 現場の声】

経験の浅い若手職員を中心に「条文案の

イメージはあるが、具体的な文言が浮かば

ず、調べようがない」という課題が存在

【 現場の声】

大量の条文からアナログ規制を目視で

見つけるのは時間と労力がかかる。たたき

台となる判定案があると嬉しい。。

審査
（内閣法制局、デジタル庁、予算・税制当局等）

法令の条文案の作成 閣議～国会での審議へ法令改正の方針の決定



①法制執務マニュアルチャットボット
技術検証報告

令和7年度「法制事務における生成 AIの活用等に関する技術検証」



「法制執務マニュアルチャットボット」とは

※法令改正の際に必要となる具体的な作業・手続や法令案を
作成するうえでの基本的な考え方などに関するマニュアル

• 職員が法令改正等を行うときに参照する「 法制執務マニュアル （ ※）」は Word やPDFの形式で慣例的に
提供されている。

• 数百ページに及ぶマニュアルから 必要な情報を得るためには、ブラウザやアプリなどの検索機能や目次を
使いながら、目視で探していく必要がある。また、複数の章に分散した情報を自分で探したうえで、総合
的に判断する必要がある。

• 本事業では、生成 AIのRAGの技術を活用して、職員がチャット形式で 必要な情報をすぐに調べられるツー
ルの開発及び実証を行った 。

Before: PDF 検索と目次頼り

キーワード が一致し なければ、 検索に
ヒット せず、目次や索引にない細かな
論点は見つけにくい。

検索結果だけでは文脈が分からず前後
の内容も確認する必要がある

複数の章に分散した関連情報を自分で
集める手間 がある

After: チャットで質問し根拠付きで回答

キーワードの意味との類似性を加味し
て、関連すると思われる箇所をマニュ
アルの中から網羅的に抽出する。

AIが関連箇所を整理したうえで、ユー
ザの質問に対する回答を迅速に生成

出典ページへのリンクで PDFの該当箇
所を確認できる

法令改正の実務に必要なノウハウを、チャット形式で分かりやすく確認できるツール
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「法制執務マニュアルチャットボット」の機能

２種類の検索手法 で該当箇所を特定、 結果を精査して回答する

• ２種類の検索手法（ベクトル検索、キーワード検索）の導入や一度生成した回答に対し
再度AIが自律的にチェックを行う設計により、検索精度の向上を実現

• 生成された回答について、「実際のマニュアルの記載を確認したい」というニーズが高い
ことを踏まえ、出典となるマニュアルのページを明示し、該当箇所のテキストをハイライ
ト表示するなど、ユーザービリティ面でも工夫

検索手法を工夫

ベクトル検索＋キーワード検索で精度向上

• ベクトル検索（意味の近さに
よる検索）を 70% の割合で使
用

• キーワード検索（キーワード
の一致による検索） を30% の
割合で使用

• ベクトル検索によりキーワー
ドの 部分一致にも対応し検索
漏れを防止

AIが結果を再確認

関連性の高い順に並べ替え

• 検索で見つかった上位 10件を
AIが再評価

• 質問の意図に合う順に並べ替
える

• 関連性の高い上位5件から回
答を生成

• 複数箇所の情報を総合して分
かりやすく説明

出典の明示

回答根拠となる出典を確認可能

• 回答内の引用リンク から 、
マニュアル の該当ページ へ
遷移のうえ、直接内容を確
認可能

• 該当箇所のテキスト をハイ
ライト表示

• ページ番号 等を出典に明示
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ユーザーテストで高い評価を獲得。各府省庁の職員に提供すべく実装を進める。

令和7年度開発のプロトタイプの画面（使い方の一例）

ユーザーの質問内容

AIの生成した回答

「法制執務マニュアルチャットボット」実際の画面と評価

6

ユーザーの評価

得たい情報をまとめて提供し
てくれている。実務的な質問
に対して回答を生成して返し

てくれるのは有り難い。

読みやすい自然な文章で回答を
提示してくれる。出典となるマ
ニュアルのページも提示してく

れるので確認もしやすい。

• AIが法制執務マニュアルを参照しながら、ユーザーの質問を柔軟に解釈し、正確かつ簡潔に回答を提示
• 令和7年度に開発したプロトタイプでは、実務経験者によるユーザーテストにおいて高い評価を獲得。

令和8年度には各府省庁の職員に提供すべく実装を進める。



②用例検索ツール
技術検証報告

令和7年度 「法制事務における生成 AIの活用等に関する技術検証」



「 用例検索ツール 」 とは

AIを活用した検索機能で、法令立案の敷居を下げるとともに、精確な法文の起案をサポートするツール

• 法文を書く 際には、解釈上の無用の混乱を防ぎ、政策目的を実現するために、過去に制定された法令で用
いられている語句・表現の意味・用法、条文の構造等を前例（用例）として、これらとの整合性をとる必
要がある。

• このように法令の立案にあたって用例を調べ、起案した法文と照らし合わせてその正確性や妥当性を吟味
する作業を「用例検索」という。

• 本事業においては、生成 AIのRAGの技術等を活用して、用例を提案するツールの開発及び実証を行った。

用例検索の進め方
①法文案を書く、②書いた表現を キーワード単位で検索 、③起案
した法文の用法と整合する用例がなければ、 表現等を再考・変更
して再度検索 、④法文案を修正、という作業を繰り返す。

課題
• 法文案を書くにあたって表現や条文の構造の前提知識・相場観

がないと、 検索する段階になかなかたどり着けない
• キーワード検索しか使えないため、起案者の法制執務の リテラ

シーによって検索結果が左右される
• 検索に当たって 類義語を調べる手間 がかかる…etc.

Before: e -LAWS （ ※） キーワード検索

用例検索の進め方
①法文案を書く、② 法文全体をAIで意味検索、法文の大まかな構
造を吟味、③適切な用例がなければ 類義語をAIに提案させる 、④
従来同様のキーワード検索で法文の細部を詰める

これからの用例検索
• 起案した法文単位で類似の法令の条文を検索できるので、用例

を踏まえながら 法文を書き始められる
• キーワード検索のほか、意味の類似度でも検索できるので、リ

テラシーの有無による 検索精度のぶれが小さくなる
• AIに類義語を提案させる ので、短時間で様々な法文の書きぶり

を検討できる

After: キーワード +意味検索

※政府内の法令検索システム 8



「用例検索ツール」の機能

AIによる「生成」機能と厳密な「検索」機能
双方の強みを生かして簡単に、かつ精確な法文の起案をサポートする
• 用例検索ツールでは、従来のキーワードによる厳密な検索機能はこれまで通り使用可能。
• これに加えて、生成 AIを活用した意味の類似度に基づく「緩やかな」検索機能・生成 AIによる類義語・類似表現

の生成機能により検索の幅を広げる。

意味の近さで検索

言葉が違っても似た条文を発見

• 生成AIにより 50万条文をあらかじめベク
トル化（自然言語を数値化すること）し
た状態で保持

• これまでは都度検索語を変える必要が
あった、活用形（「設置する」「設置し
て」等）や文章の構造が類似した用例を
検索可能

• キーワード検索と組み合わせて、特定の
用語は含めた上で、意味や構造が類似し
ている条文を検索することも可能

AIが類義語を提案

検索キーワードを AIが広げる

• 表現が思い浮かばないときは、 AIが法令
文脈に合った類義語・類似表現を自動生
成・提案

• 生成した類義語について、それぞれ法文
中で何回使われているかの件数も表示す
ることで、職員の検討をサポート

• 類義語（単語）だけでなく、 フレーズ
（活用を含む言い回し）、その両方の 3
つのモードで提案が可能

チャットで検索

AIとの壁打ちを通じて検討を深められる

• 「●●に似た制度は ?」のように自然文で
疑問や問題意識を入力

• AIが法令データや、政府サイト（ .go.jp ド
メイン）検索結果を要約して回答を生成。

• 対話を重ねて調べたい法制度や規定の仕組
等について検討を深めることが可能

9



「用例検索ツール」実際の画面と評価

全体として良好な評価。各府省庁の職員に提供すべく実装を進める

ユーザーの評価
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• 用例検索ツールでは、従来のキーワードによる厳密な検索機能はこれまで通り使用可能。
• これに加えて、生成 AIを活用した意味の類似度に基づく「緩やかな」検索機能・生成 AIによる類義語・類似

表現の生成が可能。令和 8年度には各府省庁の職員に提供すべく実装を進める。

検索対象とする法令種別が選択でき、 AND/OR/NOTで検索
対象を絞り込めるなど実務に合った UIだった。

漠然とした問題意識からでも
関連する用例にたどり着けた 。

令和7年度開発のプロトタイプの画面（使い方の一例）

検索対象とする法令種別が選択でき、 AND/OR/NOTで検索
対象を絞り込めるなど実務に合った UIだった。

漠然とした問題意識からでも
関連する用例にたどり着けた 。



③条文案作成支援ツール
技術検証報告

令和7年度 「法制事務における生成 AIの活用等に関する技術検証」



「条文案作成支援ツール」とは

AI がチャットを通じて職員の課題意識を把握、叩き台の条文案を生成するツール

• 法令改正では、担当者が条文案を検討・作成した上で、内閣法制局審査等の審査プロセスに臨む必要がある。

• 条文案の検討に当たっては、既存の法令の表現を踏まえる必要があることなどから、相当程度の法制執務経験及び法
的素養が求められることもあり、「案」の作成のみでも一定の時間を要するのが実情

• 他方、多くの法令改正は、通常業務と並行するため、しばしば厳しい時間的制約の中で行わなければならない。

• 審査における具体の検討にスムーズに移るために「叩き台があるだけでも相当負担が減る」といったニーズが存在

• 本事業においては、法令改正の業務フローを整理の上、ステップごとに機能を開発した。

令和7年度事業の進め方

業務フローの整理からスタート

• 法令改正における 職員の思考
フローは複雑かつ多岐にわた
る

• 法令改正における思考フロー
を整理・分解（左図）した上
で、ステップごとの開発を実
施

• 令和7年度は条文案生成前に
改正が必要な法令を特定する
機能を重点的に開発 12



「条文案作成支援ツール」の機能

AIと利用者が対話しながら改正すべき箇所の特定や条文案の検討を行う

意味の近さで検索

政策課題から関連法令を探索

• 「 看護休暇を拡大するために
必要な法的措置を教えて 」
のような自然文で検索

• e-Gov法令検索で提供されて
いる約 9,000 法令の条文から
意味的な類似性に基づき検索

• キーワードが異なっていて
も、内容の類似性に応じて関
連法令を探索

正確な絞り込み

AIと対話 しながら 改正箇所を絞り込む

• AIが３つ程度の 選択肢を提示
し ながら 方向性をユーザーと
一緒に検討

• 法令間の委任関係（ 法律→政
令→省令）を 丁寧な推論によ
り 確認

• 丁寧に確認を取りながら推論
を進めることでハルシネー
ションを低減

正確なソース

法令全文・条文 を取得

• e-Gov法令APIから 法令全文
や条文を即座に取得

• 政府系Web サイト（ go.jp ）
に限定した検索を行う事
で、信頼性の高い公的情報
を参照
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• 条文案作成支援ツールでは、用例検索ツールの機能を拡張し、内容の類似性に基づき、
政策課題に近い関連法令を探索することが可能

• AIがチャット上で丁寧に確認を取りながら推論を行うことでハルシネーションを低減



「条文案作成支援ツール」実際の画面と評価

令和7年度事業で一部機能は実装レベルに。今後は出力精度の向上が課題
• 令和7年度に開発したプロトタイプではユーザーテストにおいて一定の評価を獲得。一部機能は実装レベルに到達。
• 他方、一部機能においては出力精度にばらつきなどが見られた。実務で使えるものとするためには、個別の機能ごとに

精度の向上を図る必要。

令和7年度開発のプロトタイプの画面（使い方の一例 ※下記は架空のテストケース）
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ユーザーの評価

政策課題を0から 1にするのに便利、
前例を一気に検索して提案してくれる

立法措置等を論理だてて示してくれる、
思考フローも職員と違和感がなかった



④アナログ規制点検ツール
技術検証報告

令和7年度 「法制事務における生成 AIの活用等に関する技術検証」



「アナログ規制点検ツール」とは

※アナログ的な手法（目視確認、対面講習など）を前提としているルールのこと。
本検証においては「目視」、「実地監査」、「書面掲示」等の項目で類型化

これまで目視確認していた法案のアナログ規制を AIが自動で判定するツール
• デジタル庁では、国会に提出される法案にアナログ規制（ ※）が含まれていないか事前点検を行うデジタル法

制審査を令和４年度から実施。令和５年度からはキーワード検索ベースの点検 支援ツール（アナログ規制点検
ツール α版、 β版）を開発・運用の上、業務効率化に取り組んできた。

• 一方、点検支援ツールには、指定されたキーワード以外の表現を抽出できず、その後の整理・判断は担当者が
依然として 一つずつ目視で行う必要があるという限界が存在した。

• 本事業では、生成 AIの自然言語処理技術を生かし、より効果的な点検支援ツールを開発した。

Before: キーワード検索 +目視確認

検索した キーワードと 異なる表現の規制
は検出できない

アナログ規制のどの類型（目視、対面
等）に該当するか、規制ごとのデジタル
化の進捗度（ PhaseⅠ ～Ⅲ）は、担当者
が一つずつ判断

結果として、多くの時間と労力がかかる

After: AI が自動で判定

AIが条文の意味的な類似性も考慮して 規
制を検出

アナログ規制の類型やデジタル化の進捗
度はAIが自動で分類

100 件の条文を約2分で処理。担当者は
出力内容のチェックに集中できる。

判定の理由やデジタル化に向けた提案を
自動出力することで、一定の精度・品質
を担保することに貢献

一定の精度を担保するためには担当者の
習熟が必要で、ダブルチェック等多くの
手間がかかる
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「アナログ規制点検ツール」の機能

生成AI固有のハルシネーション等のリスクを低減、安定した判定精度を実現

• アジャイル開発 の手法を用いて 、利用者（デジタル法制審査の実務担当者）等によるユー
ザーテストを繰り返しながら、プロンプトを設計・改良

• 出力結果の正確性の向上のみならず、 UI/UX面においても利用者のニーズに対応

プロンプトの内容の改善

• 各類型の定義と PHASEの基
準をシステムプロンプト上に
明記

• 単語だけでなく、法令全体の
文脈を考慮するように指示

• 複数のLLMモデルでプロトタ
イプを開発。ユーザーテスト
の結果、高い出力精度を示し
たモデルを採用

出力形式の統一

点検結果を共通のフォーマット
で出力可能に

UI/UX 面の対応

大量の条文をまとめて処理

• 複数条文の並列処理を可能に
することで処理速度の 高速化
を実現

• 100 件の条文を約2分で判定
• 処理の進捗状況をバーで表示

するなど UXにも配慮

出力精度の向上

• 点検結果は、➀アナログ規制
の類型、②デジタル化の進捗
度、③判定 理由、④デジタル
化に向けた 提案などを規制ご
とに表示

• 出力の形式を厳格に指定し 、
生成AI特有の出力揺れや抜け
漏れを防止

• 点検結果をExcel形式に変換
してダウンロード可能

LLM モデルの比較・評価
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ユーザーの声

判定理由を表示

令和7年度開発のプロトタイプの画面（使い方の一例）

「アナログ規制点検ツール」実際の画面と評価

令和７年度中に完成、デジタル庁における審査において活用

アナログ規制点検ツール β版で
出力した Excel をアップロード

【 Excel の出力結果】
処理の進捗状況をバーで表示

UIがシンプルで直感的に操作でき、
Excelで一括処理できるのが便利

判定理由が表示されるので
結果が正しいか確認しやすい

出力結果をExcel でダウンロード

18

• 令和7年度に開発したプロトタイプでは、実務担当者によるユーザーテストにおいて高い評価を獲得
• 既にガバメント AI「源内」に実装の上、デジタル法制審査の実務において活用を行った。
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